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Talk.1 wwPDB と PDBj が担う PDB 活動の現状
栗栖 源嗣（大阪大学蛋白質研究所・教授）

　生体高分子の立体構造データベースは Protein Data Bank（PDB）と呼ばれており、国際的に
統一されたデータベースとして維持管理されています。Worldwide PDB（wwPDB）は、PDB デー
タを登録・編集・公開している日米欧の 4 機関により構成される世界で唯一の組織であり、
Protein Data Bank Japan（PDBj）は、米国の RCSB-PDB と BMRB、および欧州の PDBe と共に、
wwPDBの構成メンバーとして活動しています。wwPDBでは、近年の爆発的なデータ量の増大と、
構造解析分子量限界の劇的な向上を受けて、データフォーマットの変更を含めた登録・編集プロ
セスの抜本的な変更が議論されてきました。wwPDB 諮問会議からの提言を受けて、PDBj を含
む 4 拠点では、2014 年から新しい登録・編集システムによるデータの受付を開始しています。
結晶学関連の構造解析プログラムとの連携なども含め、wwPDB と PDBj が進めている PDB アー
カイブ活動の現状について報告します。
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Talk.2 “新しい” PDB フォーマット PDBx/mmCIF の基礎
伊藤 暢聡（東京医科歯科大学大学院・教授）

  いわゆる PDB フォーマットは、1970 年代に開発され、単純で理解しやすく、座標の編集等も
簡単にできるなどの便利さから広く普及してきました。しかしながら、もともと座標記述が目的
だったため、結晶学的・生物学的データなどに関しては、record name や REMARK 行の拡充で
対応してきたものの、必ずしも最適とは言えませんでした。また、固定カラムであることに由来
するペプチド鎖数や原子数の限界など、近年構造解析が行われるようになった巨大複合体に適応
しきれていない面もあります。そこで wwPDB では、これまで内部的な標準フォーマットとして
使用してきた mmCIF をもとに PDBx/mmCIF を開発し、新しい配布用フォーマットとして採用
しました。
本セミナーでは、PDBx/mmCIF の基礎を旧来の PDB フォーマットと比較しながら解説します。


